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誰 にで も出来 る保育へ の挑戦

～自然の中だから出来ること～

4年ぶりに「四季をめぐる子どもの暮らし」発行に向け
て動き出しました。20号から再スタートです。
この 4年間に私たちは、新たな挑戦をしてきました。
それまでの 22年間、少人数でありながらも子どもたちが
集まってくる幼稚園でしたが、近年、子どもたちが少なく
なりました。それでも出会いがあり、子どもたちが一緒に

歩んでいます。

子どもたちの毎日を親と保育者が一緒につくっていく
共同保育、今も昔も変わらないとも言えるし、変わり続け
ているとも言えます。子どももおとなも、めぐりあった者た
ちが、一緒にやろうと臨むことですので、その時の顔ぶ

れによって変化するものです。

特におとなは、教育制度の枠にとらわれない決意を
することになるのですが、おとなが子どもを動かすことを
やめて、子どもの世界に好奇心をふくらませて、子どもと

ともに楽しんで歩むことが、共同保育の本質ではない

でしょうか。

もみの木園 26年日、誰にでも出来る保育に挑戦し
ています。子どもとつくる保育は、誰にでも出来る保育な
のです。子どもが始めたことを大事にすること、子ども自
身が遊びを見つけること、子どもの心が動き出すことか

ら保育が始まります。各日、何が始まるか、ひとりの子ども
が始めることも、子ども同士の響きあいで始まることも、
どんなことでも今日という日のために大事なことばかり
です。ひとりひとりがやり始めたことが、遊びのもとです。
遊びは子どもが、自分で生み出すものですから。

ある朝、舞岡公園けやき広場に集まると、すぐに木登

りを始める子どもがいます。小さな木ですが、次々と子ど

もが登りあちこちの枝に座っています。仲良しのおじさん

から「お猿さんかと思ったよ」と言われました。どんぐりを

拾いに行く人もいます。あっという間にポケットにどんぐ

りがこばれ落ちそうになっています。  2ページヘつづく>
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を始める子どもがいます。小さな木ですが、次々と子ども

が登りあちこちの枝に座っています。仲良しのおじさんか

ら「お猿さんかと思ったよ」と言われました。どんぐりを拾

いに行く人もいます。あっという間にポケットにどんぐりが

こばれ落ちそうになっています。

広々とした原っぱを円を描いて走る子ども、その子ど

もを追いかける子ども、ふたりはお互いに一緒に走って

いることが嬉しくてたまらない様子。けやき広場の真ん中

に大きな水たまり、何人か水たまりに入って、バシャバシ

ャ水しぶきを上げています。小さな水たまりにしゃがみ込

んで泥をこね始めた人も、水たまりに葉っぱを浮かべて

いる人もいます。水たまりに空と雲が映っているのを見つ

けた人が、水面を指さし「雲 !」 と驚きの声を上げました。

草むらで、バッタを追いかけている人もし電す。バッタをヽ

捕まえると、みんなに見せにやってきます。バッタを見たく

て集まった子どもたち、自分の手でバッタを持って見たく

て、手から手ヘバッタを手渡し、バッタを持ちたい気持ち

を分かち合っています。お母さんたちが作ってくれた布

絵本の中にいる「むし」たちも、子どもたちは触りたくてか

わりばんこに手に持ち、本物の虫を見続けるのと同じよ

うにフェルトの「むし」を見続けます。

見つめる子どもの瞳が輝き続けるのは、子ども自身の

イマジネーションで虫と遊んでいるからでしょう。土を掘

っている子どももいます。土の中から出てきたものは、タイ

ルのかけら。これは宝物です。大きなメタセコイヤの木を

見上げると、葉先にセミのぬけがらがいっぱい。子どもた

ちは手が届かないので長い枝を探してきて、(長い枝が

どこにあるのかも知っています)背伸びして長い枝を動

かし、セミのぬけがらがを落とし始めました。他の子ども

もどんどん拾って、セミのぬけがらが子どもの手に山盛り

になっていました。子どもが一年中外で遊ぶということ

は、まず最初に向き合う相手が、自然そのものなのです。

土も水も木も草も虫も空も太陽も雲も風も雨も、子ども

が自分で受けとっていくのです。子どもは本来、自然な

ものですから、人工的な物しか出会ったことのない子

どもも、すぐに自然に近づき受け取ることが出来るので

す。そんなひとりひとりのわくわくする楽しいエピソード

が、もみの木園の日常にちりばめられています。

ここでお伝えした子どもたちの姿は、どのように感じ

られるでしょうか。子どもがやっていることであり、それ

以上に必要なことがあるとは思えません。おとなが動か

すと、まったく違う子どもたちになるでしょう。

子どもが、いろんなことを遊びにしてt｀ イア/デ/マ |ま

□然の甲だから生まれているのたこ思 v三丁tΞ ネε=
だから子どもたちに任せておけばいいのです。危ないこ

とも含めて、いろいろあっても一緒にやっていくことが、

子どもの暮らしだと思うのです。こうして誰にでも出来る

保育が構想され、ただ今実践中です。

子どもたちは、遊びのおもしろさに心を満たして、帰

っていきます。そしてまた明日!

…毎日が紡がれて四季をめぐります。

もみの木園 園長

尾上陽子

1998年 に6人の母親たちと

共に「もみの木園」を創立。

以来26年間、子どもたち主体
の保育を実践し続けている。
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夢軋蜃鶉顆鶉脩鑽翔魏 老平恣抒聞爆御釉 E
2023年 8月 25～ 27日、栄区のリリスギャラリーにて、毎年恒例のもみの木園とクラブの

子どtた ちによる「てんてんてんらんかい」が開催され、会期中 270名 tの方々にお越し

いただき、子どtた ちの絵を分かち合うことができました。改めて御礼申し上 tずます。日盤掴
ウェブサイトにて展示会場の様子が写真、動画にてお楽しみ頂けます♪     ._1ミ 聾墨
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２
０
２
２
年
３
月
に
参
加
し
た

「バ
リ
ア
フ
リ
ー
読
書
研
究
会
」

で
、
は
じ
め
て
布
絵
本
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
見
て
み
た

い
と
地
域
の
図
書
館
を
訪
ね
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
情
報
が
な
か
っ

た
り
取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
り
と
な
か
な
か
実
物
に
た
ど
り
着

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
生
ま
れ
た
布
絵
本

の
は
ず
な
の
に
、
手
に
す
る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
困
難
が
あ
る
…
そ

の
と
き
、
布
絵
本
の
あ
る
世
界
と
の
間
に
、
見
え
な
い
壁
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

「障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

子
ど
も
に
絵
本
の
楽
し
さ
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
ま
れ
た
布
絵
本
が
人
の
手
に
届
き
に
く
い

現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
社
会
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
始
め
た
の
で
す
。

そ
の
矢
先
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
に
力
を
入
れ
て
い
る
相
模
原
市
立
図
書
館
の
方
の
お
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
、
も
っ
と
布
絵
本
を
知
る
た
め
に
す
ぐ
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
模
原

市
で
長
年
、
布
絵
本
作
り
の
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
て
い
る
団
体
「お
は
な
し
ワ
ニ
ー
ズ
」
の
み
な

さ
ん
が
作
ら
れ
た
布
絵
本
を
手
に
取
る
と
、
触
れ
る
人
の
こ
と
を
考
え
尽
く
し
た
素
材
選
び
や
、

細
部
ま
で
配
慮
の
行
き
届
い
た
繊
細
な
作
り
を
直
に
感
じ
て
、
こ
れ
を
見
た
ら
子
ど
も
た
ち
は
ど

ん
な
に
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
私
た
ち
も
心
を
う
ば
わ
れ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
／

そ
れ
か
ら
年
度
が
変
わ
っ
て
は
じ
ま
り
の
日
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
お
祝
い

に
と
、
札
幌
で
５
０
年
以
上
も
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
布
絵
本
作

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「ふ
き
の
と
う
文
庫
」
か
ら
布
絵
本

「む
し
」
の

製
作
キ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
春
休
み
中
に
お
母
さ
ん
た
ち
で
作
り
上
げ
、
子

ど
も
た
ち
ヘ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

手
渡
し
た
直
後
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
に
絵
本
や
む
し
た
ち
を

手
に
と
っ
て
遊
び
、
絵
本
を
飛
び
出
し
て
本
物
の
木
に
止
ま
ら
せ
た
り
、
草

む
ら
の
中
を
探
検
し
た
り
…
。
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
と
、
布
絵
本

か
ら
広
が
る
子
ど
も
た
ち
の
想
像
の
世
界
に
大
人
の
私
た
ち
も
ワ
ク
ワ
ク
。

布
絵
本
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
単
な
る

「絵
本
」
や

「お
も
ち
ゃ
」
と

は
少
し
違
っ
て
、
絵
本
の
中
か
ら
飛
び
出
し
、
絵
本
と
子

の
世
界
を
繋
い
で
く
れ
る
存
在
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（卒
園
生
母

実
春
奈
）
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もみの木園で親が担う仕事は保育から倉庫整理ま

で多岐に渡るが、特に今年度、私は春からの布絵本

づくりに始まり、運営に関する事でも初めてのことに多

く取り組んできた。
ビジネス・サービス化する幼児教育や保育は需要

も供給も高く、もみの木のような「子ども主体」の保育

や教育は常に絶滅寸前という現実に直面してきた。

それが園児減少によりいよいよ崖っぷちに立たされ、

会計係として昨年度中に終えなければならなかった

作業をやり直したり、前例がない中、手探りで進めて
いた。

園のお母さんたちと絶えず意見交換したり、日々の

保育、そしてこれからの保育について考え続けている

うち、今までは持てなかった視点で園の運営について

考えたり、どうしていくべきか真剣に向き合う時間が増

えた。その間も、チラシ作りや資料の作成など、一つ終

わればまた次が一と毎週何かしら締め切りを抱えて
いる多忙な状況が続いていた一方で、子どもたちが

喜ぶだろうと思いついたおやつの焼き芋アイスづくり

や、お弁当交換 (我が子以外の子の為にお弁当を作

る)に楽しく取り組んだりと、やっていることは増えてい

るはずなのに、不思議と子どもたちの事を想い、―緒

に楽しめる心の余裕が生まれていた。
これまでも、標準的な幼稚園と比べて親が園の運

営に多く関わったり、時間を作る事には表面的には変

わりなかったかもしれない。でも振り返ると、色々なこと

を言い訳にして時間ややる事に追われるか、ただ誰

かの後をついていく感覚だったのだろう。けれど、もみ

の木のような小さな園を存続させていくには、とにかく

―曰一日、自分が今できることをやってみるしかないと

思った。
いま自分が、子どもたちのためにできることは何か。

自分がやりたいと思い立ってやってみる事と、人から

やらされる事とはまるで違う。子どもたちのように「今」

を味わい、「やりたい |」 と子どもと一緒の生活を楽し

む。園の存続に限らず、子どもたちが希望をもって生き

られる社会を築いていけるよう、まずは自分ができるこ

とをやってみる。一人ひとりの力は小さくても、その―

人が動く事で地域や社会が変わっていくのだから。そ

んな想いが今の私を内側から突き動かしてくれてい

る。 (すみれぐみ母 員野絵美)
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仲間のいる暮 らし

もみの本園の始まりは、めぐり会った子どもたちが障害があるからと別の場所に行かなくてもいいよう

に、親と保育者が共同で子どもたちの幼稚園をつくったことからでした。当時、インクル
ージョンなんて

誰も知りませんでした。しかし発足メンバーの誰もが、障害があるからと子どもを分けることを受け入れ

られない感覚を持っていました。ごく当たり前のことでした。

いつの時も目の前にいる子どもたちは、ひとりひとりが個性豊かで、ありのままの自分を誇らしく見せ

合って、お互いに毎日会えて遊べることを喜び、明日を楽しみに生きているのですから、おとなは心から

応援せずにはいらない…そんな思いを原動力にして歩んできました。今も昔も変わりません。

インクルージョンとは、すべてを含むという意味です。インクルージョンについて
「通常の社会に、

障害を持つ者が入れてもらうというイメージがあつたが、もみの木園の保育で経験した
ことは、子どもを

障害児と健常児とに分けない、子どもは、障害のあるなし以上にひとりひとりが多様で、日
々、心持ちで

変化し、前へ突き進もうとしたり、後ろ向きにうずくまり苦しそうだったり、
バンバン人を叩いたり、表

情を硬くして戸惑ったり…いろんな子どもがいる。でも子ども同士、みんなが近くに存在し合
い、互いに

内色しあっているように感じる。これは子どもの世界の仲間だからなんだと思った」とあるお母さ
んが言

いました。従来、障害児として分けられて別の所にいる人が、入れてもらうのとは違う、これがフルイン

クルーシブだと感じたのだそうです。さらに「子どもにとつて友だちが、生活の中の大きな存在になって

いるから、普段、生活している自分の心持ちが違う。仲間とつながっていることから力を得て、自信にな

っているのだと感じる」と続けました。私たちは、小さな小さな子どもたちから、お互いを包み合う人間

社会を実いていけることを教えてもらえるのです。

久しぶりに遊びに行った上郷の森での帰り道、これまで歩いたことのない山道を歩きました。日当り
の

良い尾根道でしたが、周りの風景を見たことがないので、このまま進んで帰れるのだろうかと心配
になっ

た子どもが「だんだんお家が遠くなるような気がして怖いよ」と泣き出しました。とたんに子どもたち
が

集まり、両方から手をつなぎ、前も後ろもみんなが囲んで
「そばにいるから心配いらないよ。ようちゃん

が道知ってるから、一緒に帰ろうね」と励ましました。その後、岩肌が表れたけわし
い下り坂も、子ども

たちが一体となって手に手を取り、助け合って進み、よく知っている道にたどり着くことが出来ました。

みんなで味わった達成感、お母さんたちが待っている所までもうすぐ、最後に急な階段があります。
いつ

もそこは通らず平らな道を遠回りするのですが、さつき初めての道が怖くて泣いた子どもが、階段
の上り

下りに助けがいる子どもに「今日は、この階段下りてみる?」 とたずねました。階段に差し掛
かるところ

から、長く続く階段を見下ろし、その子|ま「行かない」と決めました。ならばいつものように平らな道を

進みながら、ふたりで話し始めました。「さつきの階段、怖かった ?」
丁うん、怖かった」「あの階段、

一度も下りたことないよね。でも舞岡であそこと同じくらい急な階段、下りてるんだよ。舞岡は毎日行
っ

て慣れてるから、怖くなくなったんだよ。上郷は時々しか来ないから…

そうだ !舞岡みたいに上郷に毎日来ることにしようよ。そしたら慣れ

て、怖くなくなるよ」なんと名案ではありませんか。自分が怖がりだ

から、怖い人の気持ちが分かるのです。怖い気持ちに寄り添いながら、

そこに留まらないで怖さを乗り越えられる方法を考えたのです。一緒

に次に向かうことを約束し合う子どもたち、心強い仲間同士です。

あと2か月足らずで卒園する子どもたちが、「卒園するってこういう

ことなんだよ」と教えてくれたようでした。 (文・尾上陽子)
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バ lリ アフリーな布絵本 ～ねがいはWITH～
バリアフリー絵本には、いろいろな種類があります。そのひとつである布絵本は、さまざまな素材の布

やフェルトで作られており、目の前にいるこどもに合わせて作ることができます。

こどもは誰もが、個性豊かな色とりどりなひとりひとりです。尊いひとりひとりが、生まれてはじめて

友だちに出会い、いっしょに絵本の世界を楽しめるよう、もみの木園では布絵本の制作をはじめました。

作ってはこどもに手渡し、こどもたちが手にとり、心を動かす様子を見ながら、作り手のおとなたちはこ

どもの世界を知りはじめます。

布絵本は、こどもたちとともに育んでいくものです。どんなに汚れても洗えば大丈夫、こわれてもいく

らでも縫い直せます。こどもに合わせて新しく作り直すこともできます。

布絵本は、こどもたちの誰もが絵本の世界をともに楽しめる、最高のパリアフリー絵本です。

もみの本国の布絵本づくり
もみの木園では園誕生のときから、障害のあるなしにかかわらず、こどもたちがいっしょに育ちあうこ

とを大事にしてきました。絵本もみんなで分かち合って楽しんでいますが、絵本「そしたら そしたら二の

最後のページにあるすごろくは、みんなで囲むには小さく、 2、 3人ずつに分けてすごろく遊びをするこ

とになりました。

みんなで囲んですごろくをやりたいな、紙だとやぶけやすいから、布で作ってみようcみんなが囲める

大きさの、布のすごろくを思いつきました。出版社に著作権利用許諾申請の手続きをとって、こどもたち

に手渡していける布すごろくが出来上がりました。これが、もみの本園の布絵本のはじまりです。

布すごろくを野原に広げると、子どもたちがすぐに周りを囲みましたcサイコロを投げる人、取ってく

る人、手渡す人、コマを動かす人、絵本のストーリーを思い描きながら、こどもたちの声が響きます。それ

ぞれが自分のやりたいことを、やりたいように表現しながら、遊びの世界をともに楽しんでいます。

戸塚図書館の「りんごの棚」開設を記念して、

もみの木園で作った布絵本が館内に展示されました。

こどもたちの手の中で、どのような物語が

生まれるのでしょう。
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のやまであそぼうは、地域の子どもたちともみの本の子どもたちが出会い、一緒に遊
べる場になるように

と月に 1回開催 しています。今年度秋以降、「また来月も」と継続で参加を希望する方が増え
てきました。

1回 日は初めての場所、初めて出会う人だったのが、2回 目来たときにはこの前遊んだ場所、
一緒に遊んだ友

だちとなり、子どもたち同士の関係が集かれていきます。もみの本の子どもたちも
「あとなんかいねたらの

やま?」 「○○ちゃんはまたくる?」 とのやまの日を1せ待ちにしています。

のやまであそぼうの日は、お客さんがたくさんて
゛
ドキドキしていたもみの本国のかいとくん(3歳 )。 いつも

と違う雰囲気を感じ、これまでみんなからは少し離れたところで過ごしていました。と
ころが今回ののやまが

始まると、前回遊びに来た子どもが、本の幹にもたれて立つかいとくんの横に並んで同じよう
にマネをして

同じ本の幹にもたれかかります。その子の行動に「あつ !」 と驚ぃたかいとくんでしたが、次
の瞬間笑顔に。

2人の間で何も言葉はないのですが、2人が出会い、何かが始まってヽ`くような温かな空気に包まれて
いまし

た。その後一緒に過ごした田んぼでは、2人で追いかけ合い楽しそうな様子に私もとても嬉しくなりました。
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次に取り組んだのは、札幌のふきのとう文庫から布絵本「むし」の製作セットを取り寄せて、もみの木

園の親たちが共同 制作し、こどもたちの進級のお視いに贈りました。
布絵本のむしたちは、絵本を飛び出し、こどもたちの手に。そつと手に乗せたり優しく触ったり、その

触り方は本物の虫と同じよう。布の手触りを味わいながら「むし」と出会い、ひとりひとりの小さな手の

中で物語がうまれているような光景でした。

こどもたちは自然の中で、布絵本と自然界の生き物と線を引き分けることなく、まさにバリアフリーな

世界をつくっていくのです。

これら2つの作品を通して、こどもたちの誰もがともに楽しめる布絵本作りを土台にしながら、もみの

本園オリジナル布絵本「かえるのけっこん」が完成しました。おはなしのある布絵本ははじめてでし
たが、

こどもたちはここでも手にしたかえるをじっと見つめ、かえると自分の間にゆきかう気持ちを満たして
い

くかのような表情と出会うたびに、ことば以前の時代のこどもの手の中から、物語がうまれて
いくことを

感じとることができます。

“ぬのえほん と こどもたち"

おとなの想像をはるかに越えた、たくさんの物語がこどもの手の中からうまれました。

こどもたちの誰もがお互いに心を通わせながら、自由に広がっていく物語を紡ぎ合って、心ゆくまで楽し

んでほしい。そんな願いを込めて、もみの本園では布絵本を作っています。
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2024年 2月 9日 (金)～ 2月 29日 (木)戸塚図書館にて布絵本展示中です。ぜひお手にとつてご覧くださ
い。

シ

ャ

0,
ヽ

,

展示している布絵本

むし(ふきのとう文庫)

そしたらそしたら(福音館書店)

かえるのけつこん(も みの本園)

自分もやりたい !と いう思いから、マネをしてマネをされて赴を通わせ仲良くなっていくのだと小さな子

どもたちの跳びはねるような,せの動き、体の動きから感じることができました。

もみの水の大きな子どもたちにとってもそんな小さな子どもたちのエネルギッシュな姿は可愛くて魅力たっ

ぶり !前回に続き、大きな子どもたちから始まった田んぼの上屋前での泥のチョコレー ト屋さんも小さな子

どもたちを誘い大にぎわい。枝で地面を掘り、水を運び、泥をこねこね遊し3ミ様子に興味津々の参加者の子ど

もたちは、すっかりもみの本の一員となリー緒に輸の中に入り遊んでいました。

のやまであそぼうは、子どもたち,が自然の中で遊び、子どもの時間がつくられて
いくことを願って、もみ

の本園がその「場」を提供 していますが、参加者のお母さんたちも子どもたちと打ち解けて、子どもたちと

関わり、夢中になって遊ぶ子どもたちの姿を喜び合い、出会えたひとりひとりがのやまであそぼうの
一日を

一緒につくり上げていくエネルギーを感じます。

こんなにおおらかな気持ちで子どもたちを見守り合えることが、子どもがのびやかに育っていく源となる

のではないでしようから

すみれぐみ母 佐嶋実咲
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